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要旨 
 

マーケティング分析において，テレビ視聴データは，CM の接触回数に変換され，広告効
果を測定するための説明変数として利用されることが多い。本研究では，ニュースやバラエ
ティーといった番組ジャンルごとのテレビ視聴時間を目的変数とし，経済学モデルによっ
て家計のテレビ視聴行動を分析する。モデルでは，家計は 1 日のテレビ視聴可能時間制約
の下で，効用が最大となる番組ジャンルの視聴時間選択を行うと仮定する。モデル内のパラ
メータからは，家計の視聴行動を表す指標として，番組ジャンルに対する選好度や飽和度
（飽きの早さ）を推定することが可能である。実証分析では，推定されたパラメータから家
計のクラスタリングを行い，マーケティング戦略への応用を考察する。 


